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令 和 ８ 年 ４ 月21日 
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立茅ケ崎支援学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 

１年間の 

目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月１日実施） 

総合評価（３月 23日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇「個別最適な学び」「協

働的な学び」の一体的な充

実を実現する授業実践と、

授業改善を行う。 

〇児童・生徒一人ひとりの

ニーズにあわせた教育を行

う。 

〇カリキュラムマネジメン

トの視点を踏まえ、教育課

程の編成に取組む。 

①「個別最適な学
び」「協働的な学
び」につながる授
業づくりを推進す
る。 
 
②児童・生徒一人
ひとりのニーズに
あわせ、ICT機器を
授業で活用し、授
業内容を充実させ
る。 

①ポジティブ行動支
援に基づく適切な実
態把握により、児童・
生徒への肯定的な見
方を広げ、授業改善を
行う。 
②ICT 機器の研修等の
充実と児童生徒のニ
ーズに合わせた活用
を進め効果的な指導
に結びつける。 

① ①児童・生徒の行動に
対するポジティブな見
方や関わりを行い、授
業改善を行うことがで
きたか。 

②  
③ ②児童・生徒一人ひと

りのニーズと ICT 機器
の活用状況を把握して
授業改善し、効果的な
指導に繋げることがで
きたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇児童・生徒に対し、きめ

細やかな指導・支援の充実

を図る。 

 

 

〇教育活動全体で人権の視

点に立った学校づくりに取

組む。 

①児童・生徒を尊
重し、一人ひとり
が自分らしく成長
できる教育を実践
する。 
②教職員一人ひと
りの人権感覚を高
める取組を進め
る。 

①児童・生徒が自らの
特性や長所を理解で
きるよう指導・支援す
る。 
 
②各自が自らの行動
を振り返ることので
きるシートの活用を
さらに進める。 

① ①児童・生徒が自分を
知り、自分のよさに気
づくことができるよ
う、指導・支援できた
か。 
②教職員が、人権意識
に根差した考え方・ふ
るまいを理解し、自ら
の行動に反映できた
か。 

     

３ 進路指導・支援 

〇本人のニーズや適性に応

じた、自己選択・自己決定

のための継続した指導・支

援に取組む。 

 

〇児童・生徒の自立と社会

参加に向けた主体的な取組

を支援する。 

① ①専門職、地域等
と連携し児童・生
徒一人ひとりのキ
ャリア発達を支援
する。 

② ②児童・生徒が主
体的、積極的に取
り組む力を育て
る。 

①自立と社会参加を
目指し、小中高と系統
立てた取組を行って
いく。 
 
②学校生活全般を通
し、児童・生徒が自分
で考え行動する場面
を意図的に用意する。 

① ①小中高と系統立て、
自立と社会参加を目指
した取組を進めること
ができたか。 

②  
③ ②児童・生徒が自分で

考え行動する場面を、
日々用意することがで
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の双方で連

携・協働するための組織

的・継続的な仕組みを構築

する。 

〇地域における特別支援教

育のセンター的機能として

の取組を推進し、共生社会

の実現に向け取り組む。 

① ①地域の特性を活
かし、学校と地域
とで協働する取組
を重ねる。 

②  
③ ②地域のニーズを

的確に把握し、地
域とともに支援教
育力を高める。 

① ①地域と連携した授
業を年間計画に組み
込み、目標を共有した
上でともに授業を作
る。 

② ②互いの特性を活か
せる効果的なセンタ
ー的機能のあり方を
検討する。 

① ①地域とともに授業を
作り、計画的に実施で
きたか。 
 
 

② ②互いの特性を活かし
たセンター的機能の仕
組みづくりや人材育成
ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

〇地域と一体となった安全

で安心な学校づくりに取り

組む。 

 

〇子どもたちと向き合う時

間を確保し、教育の質を向

上させるために、働き方改

革を推進する。 

①地域との繋がり
を強化し、防災活
動等を通して共生
社会の推進に貢献
する。 
②同僚性を高め、
働きやすく、働き
がいのある職場環
境をつくる。 

①地域からの意見を
活かし、校内安全体制
と防災体制の見直し
を行う。 
 
②-1グループワーク
を取り入れた全職員
対象の研修を実施す
る。 
②-2業務のスリム化
に引き続き取り組
む。 

①より安全安心な校内
安全体制と防災体制を
整えることができた
か。 
 
②・教職員が学部部門
を越えて関わる機会を
設定できたか。 
・総労働時間を短縮で
きたか。 

     


